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2

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　第４回定例会は、11月26日から12月16日
までの21日間の会期で行われました。
　本会議１日目に、老松市長の市政報告が行
われました。また、継続審査となっていた平
成30年度一般会計・特別会計歳入歳出決算
13件、市当局提出の条例案３件、補正予算案
７件を、それぞれ認定・原案可決しました。
　本会議４日目に、市当局提出の条例案６
件、単行案17件、補正予算案２件、議会運営
委員会提出の条例案１件を原案可決したほ
か、陳情４件を採択、１件を一部採択、３件を不採択とし、意見書案４件を原案可決しました。
　一般質問は、２日間にわたって７人の議員が市政全般について、市当局に質問しました。

※第４回定例会の録画映像は、大仙市ホームページの議会のページでご覧いただけます。

第４回定例会

本会議第３日　一般質問

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

地
方
公
務
員
に
お
け
る
臨
時
職
員
お
よ

び
非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
お
よ
び
勤

務
条
件
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
よ
り
一
般
職
の
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
の
適
用
関

係
を
整
理
す
る
な
ど
の
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　　　
▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
関
連
議
案
16
件
全
会
一
致
で
可
決
】

　　　
▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
１
０
９
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
４
４
４
億
６
２
３
５
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

条　

例　

案

単　

行　

案

主
な
も
の補　

正　

予　

算

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
初
め
て
の
新
年
を
希
望
に
満
ち
て
迎

え
、
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
１
月
の
熊
本
、
２
月
の
北
海
道
の
地
震
や
東
日
本
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
９
月
の
15
号
や
10
月
の
19
号
と
度
重
な
る

台
風
の
来
襲
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
全
国
的
に
は
災
害
の
多
い
年
で
し

た
。
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
興
・
復
活
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
仙
市
で
は
平
成
29
年
、
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

国
・
県
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
災
害
復
旧
に
努
め
、
よ
う
や
く
復
旧

の
め
ど
が
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
防
災
に
完
全
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
備
え
を
し
っ
か

り
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
３
月
で
誕
生
し
て
か
ら
15
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の

間
、
人
口
減
少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
、
各
分
野
で
進
む
国
際

化
な
ど
、
誕
生
時
の
想
定
以
上
に
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
状
況
が
ど
ん
な
に
厳
し
く
て
も
、
市
民
の
安
全
で
安

心
な
生
活
に
役
立
つ
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
は
、
市
長
と
し
っ
か
り
と
議
論
を
重
ね
、
地
域
の
隅
々
ま
で

届
く
市
民
の
た
め
の
市
政
を
進
め
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
野
球
の
プ
レ
ミ
ア
ム
リ
ー

グ
で
活
躍
し
た
日
本
チ
ー
ム
の
よ
う
に
、
議
会
が
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な

り
、
熟
慮
と
熟
議
で
「
決
定
す
る
」「
政
策
提
言
す
る
」「
活
動
す

る
」
議
会
を
創
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
こ
た
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
仙
市
議
会
議
長

　

金　

谷　

道　

男
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人
事
院
勧
告
を
受
け
た
国
の
一
般
職
の

給
与
改
定
に
倣
い
、
一
般
職
の
人
件
費
、

議
員
お
よ
び
市
長
等
の
期
末
手
当
の
補
正

を
行
う
も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１

億
６
０
１
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
４
４
６
億
２
２
４
７
万
５
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
・
庁
舎
管
理
費
（
南
外
支
所
屋
上
防
水
改

修
工
事
費
）

２
２
０
０
万
円

・
電
子
計
算
管
理
運
営
経
費
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ

ー
ル
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導

入
業
務
委
託
料
）

５
３
８
万
２
千
円

・
乳
幼
児
健
康
診
査
費
（
乳
幼
児
健
康
診

査
結
果
の
情
報
連
携
に
係
る
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
改
修
費
）

２
８
８
万
８
千
円

・
国
土
調
査
事
業
費
（
西
仙
北
お
よ
び
協

和
地
域
の
地
籍
調
査
経
費
）６

８
８
万
円

・
教
育
振
興
費
補
助
金
（
各
種
大
会
派
遣

費
補
助
金　

小
学
校
分
）

１
３
７
万
８
千
円

・
教
育
振
興
費
補
助
金
（
各
種
大
会
派
遣

費
補
助
金　

中
学
校
分
）

５
３
４
万
７
千
円

　　　
▼
田
仲
野
地
区
の
家
屋
移
転
希
望
者
の
家

屋
移
転
に
関
す
る
陳
情
書

【
賛
成
多
数
で
一
部
採
択
】

▼
市
議
会
と
し
て
、
秋
田
市
新
屋
へ
の
地

上
イ
ー
ジ
ス
配
備
反
対
の
意
見
表
明
を
求

め
る
陳
情

【
賛
成
少
数
で
不
採
択
】

　　　　　　　　　　　　

▼
医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
採
択
】

▼
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し

た
特
定
最
賃
の
新
設
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て　

【
全
会
一
致
で
採
択
】

3

主
な
も
の

陳　
　

情

【
賛
成
討
論
】

藤
田
和
久 
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

地
上
イ
ー
ジ
ス
は
憲
法
９
条
上
そ
の
配
備
の

良
し
悪
し
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回

の
陳
情
は
秋
田
市
新
屋
へ
の
配
備
反
対
の
意
見

表
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

秋
田
市
新
屋
へ
の
配
備
は
、
あ
ま
り
に
も
住

宅
地
に
近
い
。
世
論
調
査
に
お
い
て
も
秋
田
県

民
の
60
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
大
仙
市
民
の
65
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
が
反
対
し
て
い
る
。
秋
田
県
の

総
合
的
な
安
全
確
保
と
県
民
・
市
民
の
声
を
尊

重
し
て
、
新
屋
へ
の
地
上
イ
ー
ジ
ス
配
備
に
は

反
対
で
あ
り
、
こ
の
陳
情
に
は
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
。

▼
お
金
の
心
配
な
く
、
国
の
責
任
で
、
安

心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
社

会
保
障
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

【
項
目（
１
）】
地
域
に
必
要
な
医
療
、
介

護
、
福
祉
、
年
金
、
障
害
、
教
育
、
子
育

て
、
生
活
保
護
、
雇
用
等
、
い
の
ち
・
く

ら
し
に
直
結
す
る
社
会
保
障
制
度
・
体
制

を
国
の
責
任
で
拡
充
す
る
こ
と

【
賛
成
少
数
で
不
採
択
】

【
項
目（
２
）】
不
公
平
な
税
制
を
正
し
、

防
衛
費
や
大
型
開
発
な
ど
の
税
金
の
使
い

方
を
見
直
し
て
、
社
会
保
障
予
算
を
大
幅

に
増
額
す
る
こ
と【

賛
成
少
数
で
不
採
択
】

▼
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金

制
度
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

【
賛
成
少
数
で
不
採
択
】

▼
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
な
ど
の
制
度
見
直

し
の
中
止
、
介
護
従
事
者
の
大
幅
な
処
遇

改
善
、
介
護
保
険
の
抜
本
的
改
善
を
求
め

る
陳
情

【
全
会
一
致
で
採
択
】

▼
「
深
刻
な
医
師
不
足
、
高
齢
化
の
進

行
、
公
共
交
通
機
関
の
衰
退
な
ど
地
方
に

お
け
る
公
立
・
公
的
病
院
の
お
か
れ
て
い

る
医
療
事
情
の
状
況
把
握
を
欠
い
た
ま

ま
、
国
の
基
準
に
基
づ
く
一
方
的
な
再

編
・
統
合
は
行
わ
な
い
こ
と
」
を
国
に
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
書

【
全
会
一
致
で
採
択
】

　　
▼
大
仙
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
賛
成
多
数
で
可
決
】

　

議
会
改
革
お
よ
び
行
財
政
改
革
の
推
進

に
資
す
る
た
め
、
本
市
の
人
口
減
少
や
財

政
力
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
議
員
の
定

数
を
28
人
か
ら
24
人
に
改
め
た
も
の
で

す
。

　
【
反
対
討
論
】

佐
藤
文
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
議
会
議
員
は
、
議
会
の
機
能
で
あ
る
「
住

民
の
意
思
を
代
表
す
る
機
能
」
「
住
民
の
意
見

や
要
望
を
市
政
・
議
会
に
反
映
さ
せ
る
立
法
機

能
」
「
市
当
局
執
行
部
の
行
財
政
運
営
に
対
す

る
監
視
機
能
」
を
十
分
に
果
た
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
の
日
常
不
断
の
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
広
大
な
面
積
を
有
す
る
大
仙
市

に
お
い
て
、
市
民
の
意
見
要
望
を
届
け
る
に
は
現

状
28
人
で
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
議
会
改
革

と
い
う
な
ら
議
会
基
本
条
例
に
規
定
す
る
、
議

会
お
よ
び
議
員
の
活
動
原
則
に
沿
っ
た
検
証
と

改
善
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
定
数
削
減
が

大
き
な
財
政
効
果
を
も
た
ら
す
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
そ
れ
以
上
に
民
意
反
映
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
資
す
る
た
め
の
議
員
の
活
動
と
役
割
が

後
退
し
、
市
民
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
見
え
に
く

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
本
案
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
会
運
営
委
員
会
提
出
議
案
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第４回定例会の概要

会派・議員名

議案等名

議決結果

認 　 定

だいせんの会 大地の会 新政会 共産党 公明党 創生会市民
クラブ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠
議案第94号
平成30年度大仙市一般会計歳入歳出決
算の認定について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ●
議案第152号
大仙市議会議員の定数を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

一部採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○
陳情第31号
田仲野地区の家屋移転希望者の家屋移
転に関する陳情書

不 採 択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

陳情第32号
市議会として、秋田市新屋への地上イ
ージス配備反対の意見表明を求める陳
情
陳情第35号の1
お金の心配なく、国の責任で、安心し
てくらせる社会の実現のため社会保障
制度の拡充を求める陳情【項目（１）】
陳情第35号の2
お金の心配なく、国の責任で、安心し
てくらせる社会の実現のため社会保障
制度の拡充を求める陳情【項目（２）】

不 採 択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

不 採 択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

不 採 択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●
陳情第36号
若い人も高齢者も安心できる年金制度
の実現を求める陳情

欠席者は欠、賛成者は○、反対者は●とします。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

冨
岡　

喜
芳

本
間　

輝
男

挽
野　

利
恵

秩
父　

博
樹

三
浦　

常
男

佐
藤　

隆
盛

藤
田　

和
久

佐
藤　

文
子

小
笠
原
昌
作

渡
邊　

秀
俊

佐
藤　

清
吉

小
松　

栄
治

橋
本　

五
郎

金
谷　

道
男

後
藤　
　

健

佐
藤　

育
男

大
山　

利
吉

高
橋　

幸
晴

鎌
田　
　

正

石
塚　
　

柏

髙
橋　

徳
久

児
玉　

裕
一

橋
村　
　

誠

古
谷　

武
美

佐
藤　

芳
雄

高
橋　

敏
英

第４回定例会賛否一覧

 

第
５
回
臨
時
会
が
10
月
４
日
に
招
集
さ

れ
、
市
当
局
提
出
の
条
例
案
１
件
、
単
行

案
１
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
当
初
予
算

案
１
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
企
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計
操
出
金

６
１
０
万
５
千
円

▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
企
業
団
地
整
備
事

業
特
別
会
計
予
算
（
大
曲
地
域
の
大
川
西

根
地
区
に
企
業
団
地
を
整
備
す
る
た
め
に

必
要
な
経
費
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

６
１
０
万
５
千
円

　　　　　

第
６
回
臨
時
会
が
11
月
８
日
に
招
集
さ

れ
、
市
当
局
提
出
の
補
正
予
算
案
１
件
を

原
案
可
決
し
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
大
仙
市
第
三
セ
ク
タ
ー
緊
急
支
援
経
費

（
太
田
町
生
活
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
に

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

対
す
る
緊
急
経
営
安
定
事
業
費
補
助
金
）

９
４
７
万
３
千
円 起立（挙手）採決（議案第152号）
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決算の概要

◆
決
算
特
別
委
員
長
の
審
査
講
評

　

は
じ
め
に
、
財
政
の
健
全
化
の
進
捗
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
実
質
公
債
費
比

率
お
よ
び
将
来
負
担
比
率
が
改
善
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
等
に
伴
う
地
方
税

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
件

費
や
補
助
金
等
の
見
直
し
、
ま
た
、
市
債

発
行
の
抑
制
や
充
当
可
能
基
金
の
増
強
に

努
め
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
事
務
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
常
に
予
算
執
行
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
効
率
的
な
事
業
遂
行
に
努
め
る
と
と
も

に
、
計
画
し
た
実
績
に
満
た
な
い
事
業
に

つ
い
て
は
検
証
を
行
い
、
市
民
に
と
っ
て

効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
、
不
断
の
見

 

採
決
の
結
果
、
賛
成
21
人
、
反
対
２
人

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
賛
否
一
覧
表
の

と
お
り
）

直
し
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
課
の
鋭
意
努
力
に
よ
り
年
々
減
少
し

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
収
納
事

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
債
権
管
理
台
帳
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
課
題
債
権
の
抽
出
や
対
応

を
強
化
し
、
削
減
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
市
政
評
価
に
お
い
て
重
要
度
が

高
い
も
の
の
満
足
度
が
低
い
と
こ
ろ
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
た
雇
用
、
就
労
、
商
工
業

の
分
野
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

新
規
創
業
者
を
支
援
す
る
創
業
支
援
事

業
や
企
業
の
求
人
活
動
と
労
働
環
境
の
整

備
を
支
援
す
る
人
材
獲
得
応
援
事
業
の
実

績
は
前
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　
　　

平
成
30
年
度
決
算
を
認
定

11
月
５
日
・
６
日
に
四
つ
の
分
科
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
各
分
科
会
の
主
な
審
査
意
見
（
各
意
見

の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

 

総
務
民
生
分
科
会

　

職
員
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
再
任
用

職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
等
の
処
遇
や
取
り

扱
い
を
十
分
に
留
意
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

 

企
画
産
業
分
科
会

　

地
域
交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
各
地

域
の
高
齢
化
に
伴
っ
た
共
助
団
体
等
に
よ

る
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
さ
れ
た

い
。

 

教
育
福
祉
分
科
会

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
「
総
合
的
な
学
力

育
成
」
事
業
費
の
う
ち
、
「
大
仙
ふ
る
さ

と
博
士
育
成
」
事
業
に
つ
い
て
、
本
事
業

の
成
果
は
、
長
く
将
来
に
わ
た
っ
て
現
れ

て
く
る
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
事
業
と
考

え
ら
れ
る
。
将
来
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

保
護
者
お
よ
び
家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域

全
体
で
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
方
策
を
推

進
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

 

建
設
水
道
分
科
会

　

橋
り
ょ
う
の
修
繕
や
除
雪
機
械
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
計
画
や
目
標
に
対
し
て
遅

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
計
画
や
目
標
の
達
成
に
向
け
た
対
応

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

【
賛
成
討
論
】

髙
橋
徳
久 

議
員
（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　

地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
に
よ
り
大
変
厳
し

い
予
算
執
行
の
中
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開

し
有
効
活
用
さ
れ
た
決
算
で
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
な
ど

の
財
政
指
数
も
前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
は
市
税
等
の
収
納
率
も
向
上
さ
せ

て
い
る
な
ど
財
政
の
健
全
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
市
民
生
活
の
向
上
の
た

め
引
き
続
き
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成

す
る
。

【
反
対
討
論
】

藤
田
和
久 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

人
件
費
や
地
方
交
付
税
の
削
減
を
目
的
と
す

る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
導
入
や
、
個
人
情

報
漏
え
い
の
危
険
が
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
推
進
な
ど
地
方
財
政
計
画
に
従
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
教
育
振
興
費
補
助
金
の
う
ち
、
一

部
高
校
へ
の
補
助
金
が
多
く
不
平
等
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
安
保
法
制
強
行
の
下
、
自
主
事
業

と
し
て
開
催
す
る
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
会
は

問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
案
に
反
対
し
て

い
る
。
本
決
算
は
そ
の
執
行
で
あ
り
認
め
ら
れ

な
い
。

審査内容を述べる
佐藤 芳雄　決算特別委員長



　　　災害対応における若手職員のスキルアップの
ためにも、消防団への加入を促進すべきと考えるが
いかがか。
　　　　　　若手職員の消防団への加入促進につい
ては、毎年４月上旬に実施している新規採用職員の
研修の中で、総合防災課の消防担当職員が消防団の
活動内容や待遇等を説明し、入団を進めている。現
在、市職員の団員は39名で、消防団員としての地域
での活動は、市職員としての自己研さん、地域住民
とのコミュニケーションを図る場として、職務上非
常に有意義な一面もあると考えている。消防団員を
対象とした研修や講習会などで習得するロープワー
クやポンプ操作などの技術のほか、災害対応の基礎
知識は、水害対応時の排水活動や避難誘導等で大い
に生かされるものと思う。地域の安全安心を守る団
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協定の締結などの対策を講じている。今後もこれまで
の規模を大きく上回る大型台風の襲来も想定されるた
め、市民の命を最優先に、逃げ遅れゼロを目指した
「地区防災マップ」や「マイ・タイムライン」、「避
難行動要支援者名簿の活用」など、自助・共助を活用
した避難体制の確立も進めていきたい。
　
◆福部内川の洪水対策について
　　　福部内橋下流側と、丸子川合流部に固定の排
水ポンプを設置できないか。
　　　　　福部内橋下流部の固定排水ポンプ設置
は、構造や勾配、流水方向などに課題があり、民家前の
側溝を活用し、可搬式ポンプで排水をする。丸子川合
流部の固定排水ポンプの設置は県と協議をしていく。
　　　中良野橋が堤防より低いため、水かさが増え
たときの対処と、福部内川上流部の堤防かさ上げ等
を実施できないか。
　　　　　中良野橋は県で令和４年度までに橋の架
け替えを予定している。福部内川上流部は、浸水被
害が見込まれる箇所のかさ上げ等の対策が推進され
るよう県に要望していく。

　　　台風の大型化、降雨量の増加に備え、堤防の
強化や河川のしゅんせつ、避難所の環境改善が必要
と考えるが。
　　　重要水防箇所は県管理河川も含め国土交通
省、県、広域消防本部、消防団と一緒に毎年合同巡
視をし、対策を講ずることになっている。
　堤防の強化のため、暫定堤防といわれる未完成区間
が早期に解消されるよう要望していく。河川のしゅん
せつは昨年度も国、県、市管理河川で行っているが、
今後も河川状況の把握に努め、しゅんせつの必要性が
ある場合には国や県に対し強く要望していきたい。
　東日本大震災で避難所生活でのストレスや災害関
連死が課題となったため、避難所内での良好な生活
環境確保の指針が示されており、当市でも災害備蓄
品の分散や職員研修の実施、液体ミルクの備蓄、応援

質問

質問

Ｑ

一般質問ここがききたい！一般質問

藤田 和久　議員（日本共産党）

Ａ

員の確保のため、市職員の消防団への入団促進に、
引き続き取り組んでいく。
　
◆水害時の内水排水について
　　　万太郎川の内水氾濫対策として、排水用ポン
プを設置すべきと考えるがいかがか。
　　　　　　平成29年７月の水害時には中堰樋門の
閉鎖で、花館地区の柳町や中野下川原地内で住家の
床上・床下浸水被害が23件発生したほか、広範囲に
わたり水田が冠水している。中堰樋門上部は他の堤
防とは違い、県道であるため通行量も多く、堤防を
乗り越して配水管を設置する構造の常設排水ポンプ
の設置や、サニーホースによる排水も困難である。
　現在、課題となっている県管理河川が関連する市
内の内水対策箇所について、県との広域的かつ総合
的な治水対策を協議をしている。今後も県と共に常
設排水ポンプや雨水貯留施設の設置、上流部での田
んぼダムの推進など、個々の条件に即した治水対策
を進めていく。

質問

三浦 常男　議員（市民クラブ）

台風の大型化による防
災対策は

堤防の強化等を国・県
に要望していく

Ｑ 災害対応できる職員育
成を

市長
建設部長

質問

建設部長

Ａ 市職員の消防団への入
団促進に取り組む

質問

佐藤副市長
佐藤副市長

なかぜき ひ もん
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ここがききたい！一般質問

　　　職員採用試験にSPI3（※）を導入したこと
により、どのような変化があったか、また受験者の
出身地について伺う。
　　　学力重視から人物重視へシフトし、基礎学力
も考慮しながら、対人関係・協調性・課題遂行・企
画力といった観点も踏まえて一次試験を行ったとこ
ろ、受験者数が前年度より大幅に増加している。受
験者は、上級・学芸員・保健師・管理栄養士・移住
定住者などで、前年比約2.1倍の170名が受験してい
る。内訳は、県外103名、市外40名、市内27名であ
る。また、初級・初級土木は、前年比約1.7倍の48
名が受験し、内訳は県外７名、市外５名、市内36名
である。
　　　今年度の採用辞退者はいるのか。
　　　現時点で10名。今年度は、辞退により欠員と
なった場合に備え、補欠合格者を設定して成績上位

から順に繰り上げ合格者としている。
　　　新規採用職員の配置先はどのように決定し、
本人の希望は取るのか。また、人事異動についても
希望を取るのか。取っているとすればどのように反
映しているのか。
　　　新規採用職員の配置先は、採用試験の面接時
や自己紹介票で本人の希望を確認して、得意とする
分野や能力、出身地などを総合的に判断して配置し
ている。人事異動に伴う本人の希望については、毎
年、職員全員から異動希望の有無、希望する勤務地
や業務などを記載した自己申告書を提出させて、で
きる限り本人の希望に沿うよう努めている。
　
◆大仙市受動喫煙防止対策について
　　　県の施設「生涯学習センター」のように、公
民館などでは、野外の可能な場所に喫煙所を設置し
てはどうか。
　　　　　　　現時点では、大仙市受動喫煙防止対
策指針並びに行動計画で、敷地内禁煙としている施
設に、再び喫煙所を設置することは考えていない。
　
※SPI3とは…リクルート社製の就職採用テスト

髙橋 徳久　議員（だいせんの会）

秩父 博樹　議員（公明党）

　　　骨髄提供する際の休業助成制度を検討するべ
きと考えるがいかがか。
　　　　　　昨年度、秋田県内全市町村を対象に実
施したアンケート調査では、休業助成制度を「実
施」あるいは「実施を検討している」と回答した市
町村はなく、本市でも実施していない。秋田県がこ
うした現状にあることを鑑みて、山形県の先行事例
なども参考にし、市単独助成も視野に入れながら制
度設計に向けて検討してまいりたい。
　　　骨髄移植後のワクチン再接種費用助成はでき
ないか。
　　　　　　白血病等の治療により免疫を失った方
へのワクチン再接種費用の補助制度については、現
段階では、国・県の動向を注視しながら検証してい
く。

　
　　　ワクチン再接種費用を市が独自で助成を実施
できないか再度伺う。
　　　　　　平成30年７月に、厚生労働省が全国1,741
の市区町村を対象に実施した調査では、「骨髄移植
等の医療行為により免疫を消失した方に対する再接
種の助成事業」を行っている自治体は90団体で、割
合にして5.2パーセントと低い状況のようであっ
た。当該助成を市が独自で実施することについて
は、現実的に大仙市民の中で、骨髄移植等の医療行
為を受ける方が実際にどれだけおられるかというこ
とになる。大仙市ではがん患者医療用補正具購入費
補助金として、医療用ウィッグと乳房補正具に対し
県と足並みをそろえて助成を実施している。これら
を踏まえ、白血病も含めて、様々な病気で治療され
ている方への公的助成の在り方について、全国的な
意識の広がりを注視し、医師会等の専門的な見地か
らご意見を伺う機会を設けるなど、総合的に判断し
ていきたい。
　
※この他、少子化・人口減対策に資する職場作りお
よび意識改革について質問しました。

Ｑ

Ａ

今年度の職員採用試験
受験者数は

前年度110名に対し、今年
度は218名が受験している

制度設計に向けて検討
したい

Ａ

質問

健康福祉部長

市長

質問

質問

市長

質問
市長

Ｑ 骨髄提供する際の休業
助成制度は

質問

西山副市長

質問

西山副市長

質問

西山副市長
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一般質問ここがききたい！一般質問

佐藤 文子　議員（日本共産党）

　　　総合事業に移行した要支援１．２の方々にと
って各サービスは有効な利用になっているのか。改
善点はないか、併せてこれまでの総合事業をどう評
価しているか伺う。
　　　　　　　介護予防・日常生活支援総合事業は
利用実績や実施事業所が増え、新たなサービスを拡
充し選択肢も増えており、各サービスは有効に利用
できていると認識している。しかし事業所の参入が
まだまだ少ないことから、事業所訪問をするなど参
入を働きかけたい。また、一般介護予防事業は、よ
り効果的なプログラムとして食事の大切さや、栄養
改善を啓発するメニューを多く取り入れた事業の実
施と併せ、住民主体の介護予防活動の育成・支援を
実施していく。
　
　

◆保育士確保対策について
　　　保育士不足が深刻さを増している。背景とし
て給料が安い。職員が少なく労働時間が長いなど、
過酷な労働が指摘されている。保育士確保対策とし
て給料が全産業平均並みとなるよう、市として思い
切った給料、賃金の引き上げを図ってはいかがか。
また、保育士の負担軽減と増員のため、国に対して
保育士配置基準の改善を求めるべきではないか。
　　　　　　　平成28年度以降、臨時保育士の処遇
改善を目的とした事業をはじめとする、市独自の保
育士確保対策を実施してきたが、今後も事業の充実
を図っていく。また、全産業平均ベースに近づける
よう、国や県の動向に注視し、運営事業者の協力の
もと協議を重ねていく。保育士配置基準の改善につ
いては、現在、市では入所児童を受け入れするため
に必要な人数に加え、過剰な労働とならないよう、
保育士の雇用条件等も考慮した基準以上の人員配置
となっている。しかし、年度途中の入所受け入れは
困難な現状から十分な保育士確保には至っていな
い。労働実態の認識と現状の分析を行い、保育士の
負担軽減につながるよう労働環境の整備に努め、国
や県に要望していく。

Ｑ

Ａ

介護予防・日常生活支援総
合事業実施から２年、評価は

利用実績・実施事業所ともに
増え、有効に利用できている

質問

挽野 利恵　議員（公明党）

　　　高齢者ドライバーへの支援について免許返納
を促すだけではなく、安心して運転し続けるため
に、安全運転支援装置への補助ができないか。
　　　　　秋田県警察の統計によると、75歳以上の
高齢運転者による死亡事故件数は75歳未満の運転者
と比較して多く発生し、事故原因は安全不確認、ハ
ンドル操作、アクセルとブレーキの踏み間違いなど
の操作ミス、判断誤りなどとなっている。このよう
な状況から、ペダルを踏み間違えた際に急発進を防
止する装置は、事故防止に効果があると考える。
　市としては、安全運転支援装置の周知や高齢者向
け安全運転教室の開催、運転免許自主返納の呼びか
けなどを行い、高齢者ドライバーの交通事故防止を
推進していく。現在、国で装置への補助を検討して
いる段階であり、その動向を注視していく。

　
◆市民会館の自主事業について
　　　入場者数や収支比率などの目標を設定しているか。
　　　　入場者数については収容人数の最大数を目
指している。収支比率は、この５年平均でおおむね
５割で推移しているので、それを上回る６割程度を
目標にしたい。
　　　低い収支比率の事業があるが、どのような評
価をしているか。
　　　　収支比率は100パーセント超える事業もあ
る一方、40パーセントを切る事業もあり、事業の内
容や入場料の設定、PRの仕方などの課題がある。
　　　これまでの実績を、その後の事業運営に生か
す取り組みをしているか。
　　　　入場料収入の増を図るため、より一層の
PR、各種助成制度の利用や共催事業を取り入れて
いく。入場料金は、収支比率を十分考慮しながら設
定するよう努める。
　　　今後の事業実施の方向性について、どのよう
に考えるか。
　　　　「市民会館等運営連絡協議会」で収支比率
も踏まえた公演内容を検討していく。

Ｑ

Ａ

安全運転支援装置への
補助ができないか

国の動向を注視してい
く

健康福祉部長

質問

健康福祉部長

質問

質問

市民部長

教育長

質問

教育長

質問

教育長

質問

教育長



だいせん市議会だより　令和２．１ここがききたい！一般質問

　　　地域農業の担い手不足が深刻な問題となって
いる。中山間地域の大規模経営体はもちろん、小規
模農業や家族農業、兼業農家への施策が急務と考え
るが、どのように農業振興策の強化戦略に取り組む
のか。
　　　これまで同様の施策の継続だけでは５年後、
10年後の将来にわたって地域農業を維持発展させて
いくことは難しい。将来の地域農業の発展に向け、
地域の担い手を確保や、持続可能な強い農業を目指
し、恵まれた自然環境を背景に、優れた農産物、発
酵食品、地酒など地域資源を最大限生かす、大仙市
全体が活気づく裾野の広い産業構想である「農業と
食に関する活性化基本構想」を策定する。また、農
業を持続的に発展させていくためには、大規模経営
体や家族農業など、農業者が共に支えて成り立つも
のと考えており、持続可能な強い農業の実現に向け
た「農業と食」の構想を進め、総合的に地域農業の

発展に向け取り組んでいく。
　
◆すこやかで元気な高齢者の活動について
　　　地域にとって大きな役割を果たしている老人
クラブを、どの様に位置付けし、今後どのように支
援していくのか。
　　　　　　老人クラブは、第３次大仙市地域福祉
計画で、生きがい活動や友愛訪問活動などにより、
高齢者の孤立防止につながる取り組みを担っていた
だく中心的な組織として位置付けている。今後、各
クラブがそれぞれの地域を基盤とし、高齢者が健康
で元気になるための多彩な活動を積極的に展開して
いけるよう支援していく。
　　　スポーツにより、健康で生き生きとした生活
を送れる高齢者を増やすための支援をできないか。
　　　　　　第３次スポーツ推進計画で「ライフス
テージに応じたスポーツの活動と健康づくりの推
進」を目標に掲げ、総合型地域スポーツクラブや体
育協会で、スポーツとレクリエーションを融合した
健康教室等を開催している。老化による運動機能や
認知機能の低下と高齢者の閉じこもりを予防するた
め、高齢者包括支援センターで実施している「さわ
やか教室」などと連携をとり、心身機能向上を目的
とした日常での取り組みも進めていく。

小笠原 昌作　議員（新政会）

Ｑ

Ａ

今後の農業振興策強化
戦略は

「農業と食」構想を進め、地
域農業の発展に取り組む

質問

質問

市長

9

西山副市長

質問

西山副市長

議会の動き
 10月
４日　第５回臨時会
　　　企画産業常任委員会審査
　　　議員全員協議会
　　　会派代表者会議
　　　議会運営委員会・協議会
　　　各常任委員会協議会
　　　決算特別委員会「総務民生分科会協議会」
　　　決算特別委員会「全体会」
　　　議員説明会
17日　広報広聴常任委員会
23日　決算特別委員会「分科会会長・副会長会議」
 11月
５日　議会運営委員会
　　　決算特別委員会「全体会・各分科会」
６日　決算特別委員会「各分科会」
８日　第６回臨時会
　　　総務民生常任委員会「所管事務調査」
11日　決算特別委員会「全体会」
　　　議員全員協議会
　　　議会運営委員会
　　　企画産業常任委員会「所管事務調査」
　　　教育福祉常任委員会「協議会・所管事務調査」
　　　建設水道常任委員会「所管事務調査」
15日　秋田県南地域市議会議員研修会

18日　議会運営委員会
19日　秋田県市議会議員研修会
26日　第４回定例会（第１日）
　　　議会改革推進会議
　　　議員全員協議会
 12月
５日　第４回定例会（第２日）
　　　広報広聴常任委員会
６日　第４回定例会（第３日）
　　　議会タブレット端末導入検討会議
９日　各常任委員会審査
　　　常任委員会協議会
　　　　　　　（総務民生・企画産業・建設水道）
12日　議会運営委員会
16日　第４回定例会（第４日）
　　　会派代表者会議
　　　議員説明会
26日　広報広聴常任委員会

秋田県市議会議員研修会
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行政側からの回答

「市政懇談会」でいただいたご要望等に対する行政側からの回答について
　市政懇談会でいただいたご要望等のうち、行政側に伝えた事項について、各担当課からの回答をお知
らせいたします。

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　現在、市内全ての公共交通の見直しを行って
おります。地域や利用者の声を聞き、より利用
しやすい交通の仕組みを検討しており、令和2年
度中の再構築を目指してまいります。

　公共交通の在り方について、
もう少しなんとかならないか。1 南外 まちづくり課

　会議資料等について会議録と同様公表するよ
うに検討してまいります。

　地域協議会の会議録や議事
録はPDF化されたものがホーム
ページに公開されているが、元の
会議資料が掲載されていない。
会議資料も可視化してほしい。

2 南外 まちづくり課

　広報紙に寄せられるお手紙の中で褒めている
内容だけを選んで掲載しているものではなく、市
民に周知すべき意見などについてはこれまでも
掲載しています。また、意見要望には即時対応す
べきものも多く、担当課と情報を共有し対応して
います。
　また、「市民の声」としてメールや電話で届けら
れる意見などは秘書課が窓口となり市長に届けて
います。「市民の声」について、今後はホームページ
上でもご案内しますので活用してください。

　広報誌「だいせん日和」の皆さ
んからのお手紙は褒めている記
事ばかり。批判的なものや、まち
づくり的なものはないのか。
　市民の声を直接市長へ届ける
コーナーはできないものか。（横
手市では横手市長への手紙の
コーナーがある）

3 南外 広報広聴課

　国及び県管理河川に関する対策等となることか
ら、いただいた意見を基に、国および県に対して
対策ならびに事業の推進を要望してまいります。

　淀川の築堤工事や橋の架け替
え工事が順調に進んでいるが、諏
訪橋の上流の方と小種の方が住
民から見れば不安なので、何かで
取り上げてもらえればと思う。

4 協和 道路河川課

　入館者の減少により、令和元年4月から常時一
般公開を終了し、現在は収蔵庫として使用してお
りますが、維持管理効率化のため、大型受電設備
を廃止（2階使用不可）しております。全ての資料
を1階に集約作業中であり、館内に余裕空間がご
ざいません。会合・レク使用等については、近隣
の公民館分館等をご利用願います。

　くらしの歴史館が閉館中であ
る。全館を法的にクリアすると
すれば莫大な費用が掛かるが、
使う範囲を決めて部分的に使わ
せてもらうことはできないか。

5 協和 文化財保護課

　市では、農地中間管理機構と農地中間管理事
業に関する業務委託契約を締結し、出し手・受
け手の掘り起こし等を行っています。出し手と
受け手の条件の折り合いがつかないこともあ
り、農地利用最適化推進委員やJA、土地改良区
等の各関係機関と連携し、農業者の方々のご希
望に沿えるよう努めてまいります。

　農地中間管理機構を利用して
農地を貸したいと思っても、相
手方（借りたい人）は自分で見つ
けなければいけない仕組みに
なっている。本来は、中間機構
で相手を見つけるべきと思う。農
業をやろうとする人を安心させる
ような施策はできないものか。

6 大川西根 農業振興課

ばくだい

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　現在、野球場の草刈りに使用していただいて
いる平成27年購入の自走式草刈機の更新時期に
合わせて、地元管理団体との協議をお願いした
いと考えております。

　地元住民が管理している川港
親水公園野球場の草刈りを委託
しているため、お金が掛かる。
今後の維持・管理のため、乗用
草刈機の購入について市の方か
らも協力を得られないか。

7 藤木 都市管理課

　ご提案のあった課ごとの番号設置については
今後、機器更新と併せて研究していきます。現
状では電話した相手が不在だった場合、電話交
換手にその旨連絡して折り返しの電話に対応す
るようにしておりますが、職員間で周知徹底を
図ってまいります。

　市役所から電話がかかってき
ても全て63-1111のため、どこ
の課からかかってきたのか分か
らない。迅速な対応のためにも
早急に、課ごとの電話番号を設
置してもらいたい。

8 藤木 財政課

　平成28年度より食の専門家との連携により、
おみやげ商品ブランド「秋田・大仙・せんのぜ
ん」の商品開発および販売強化を進めておりま
す。また、今年度は、全庁的なプロジェクトと
して「農業と食に関する活性化基本構想」を策
定中であります。

　観光客に尋ねられるため、大
曲地域の食について特産品をつ
くる専門の推進プロジェクトの
設置を要望したい。

9 藤木
観光課
農業振興課

　市政懇談会当日に、議会から回答があった内容
のとおりですが、平成25年度の整備構想見直し時
に、合併特例期間終了後の財政状況と事業完了ま
で60年以上かかること等から事業計画区域を大
幅に見直し、四ツ屋、角間川等を処理区域外とし、
合併処理浄化槽での処理区域としたものです。

　なぜ角間川地区中心部に、下
水道を整備できないのか。10 藤木 下水道課

　平成30年度の市内体育館は、16施設でランニ
ングコストが約6,900万円ほど必要とされており
ます。大型の総合体育館を想定した場合には、
現施設の統廃合と、ランニングコストを捻出す
るための需要が不可欠であり、その検証に努め
てまいります。

　スポーツ少年団体活動をして
いるが、他市には観覧席のある
体育館が一つか二つある。大仙
市にも素晴らしい大会ができる
総合体育館を造ってほしい。

11 神岡 スポーツ振興課

　音楽交流館は経年劣化が進んでおり、ご要望
の箇所以外にも修繕を要する箇所があります。
今後の修繕につきましては、公共施設の見直し
を行いながら、緊急性の高いものなど優先順位
をつけ、実施を検討してまいります。

　音楽交流館の体育館の照明や
カーテン等を修理してほしい。12 神岡 生涯学習課

　おおむね合併協定書のとおり実施しておりま
す。合意事項の中にある新市建設計画に登載さ
れている事業については、市民意識調査やワー
クショップを通じ新市のあり方を精査・検証し
た上で、「総合計画」や「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」に盛り込み進めております。ま
た、平成18年からは「市民による市政評価」を
実施しており、要望や評価を基に効果を検証し
ながら施策に反映させるよう努めているところ
であります。

　合併協での合意事項はどう
なったのか検証すべき。また、
事業の費用対効果をチェックす
べきである。

13 神岡 総務課

だいせん市議会だより　令和２．１
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行政側からの回答

「市政懇談会」でいただいたご要望等に対する行政側からの回答について
　市政懇談会でいただいたご要望等のうち、行政側に伝えた事項について、各担当課からの回答をお知
らせいたします。

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　現在、市内全ての公共交通の見直しを行って
おります。地域や利用者の声を聞き、より利用
しやすい交通の仕組みを検討しており、令和2年
度中の再構築を目指してまいります。

　公共交通の在り方について、
もう少しなんとかならないか。1 南外 まちづくり課

　会議資料等について会議録と同様公表するよ
うに検討してまいります。

　地域協議会の会議録や議事
録はPDF化されたものがホーム
ページに公開されているが、元の
会議資料が掲載されていない。
会議資料も可視化してほしい。

2 南外 まちづくり課

　広報紙に寄せられるお手紙の中で褒めている
内容だけを選んで掲載しているものではなく、市
民に周知すべき意見などについてはこれまでも
掲載しています。また、意見要望には即時対応す
べきものも多く、担当課と情報を共有し対応して
います。
　また、「市民の声」としてメールや電話で届けら
れる意見などは秘書課が窓口となり市長に届けて
います。「市民の声」について、今後はホームページ
上でもご案内しますので活用してください。

　広報誌「だいせん日和」の皆さ
んからのお手紙は褒めている記
事ばかり。批判的なものや、まち
づくり的なものはないのか。
　市民の声を直接市長へ届ける
コーナーはできないものか。（横
手市では横手市長への手紙の
コーナーがある）

3 南外 広報広聴課

　国及び県管理河川に関する対策等となることか
ら、いただいた意見を基に、国および県に対して
対策ならびに事業の推進を要望してまいります。

　淀川の築堤工事や橋の架け替
え工事が順調に進んでいるが、諏
訪橋の上流の方と小種の方が住
民から見れば不安なので、何かで
取り上げてもらえればと思う。

4 協和 道路河川課

　入館者の減少により、令和元年4月から常時一
般公開を終了し、現在は収蔵庫として使用してお
りますが、維持管理効率化のため、大型受電設備
を廃止（2階使用不可）しております。全ての資料
を1階に集約作業中であり、館内に余裕空間がご
ざいません。会合・レク使用等については、近隣
の公民館分館等をご利用願います。

　くらしの歴史館が閉館中であ
る。全館を法的にクリアすると
すれば莫大な費用が掛かるが、
使う範囲を決めて部分的に使わ
せてもらうことはできないか。

5 協和 文化財保護課

　市では、農地中間管理機構と農地中間管理事
業に関する業務委託契約を締結し、出し手・受
け手の掘り起こし等を行っています。出し手と
受け手の条件の折り合いがつかないこともあ
り、農地利用最適化推進委員やJA、土地改良区
等の各関係機関と連携し、農業者の方々のご希
望に沿えるよう努めてまいります。

　農地中間管理機構を利用して
農地を貸したいと思っても、相
手方（借りたい人）は自分で見つ
けなければいけない仕組みに
なっている。本来は、中間機構
で相手を見つけるべきと思う。農
業をやろうとする人を安心させる
ような施策はできないものか。

6 大川西根 農業振興課

ばくだい

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　現在、野球場の草刈りに使用していただいて
いる平成27年購入の自走式草刈機の更新時期に
合わせて、地元管理団体との協議をお願いした
いと考えております。

　地元住民が管理している川港
親水公園野球場の草刈りを委託
しているため、お金が掛かる。
今後の維持・管理のため、乗用
草刈機の購入について市の方か
らも協力を得られないか。

7 藤木 都市管理課

　ご提案のあった課ごとの番号設置については
今後、機器更新と併せて研究していきます。現
状では電話した相手が不在だった場合、電話交
換手にその旨連絡して折り返しの電話に対応す
るようにしておりますが、職員間で周知徹底を
図ってまいります。

　市役所から電話がかかってき
ても全て63-1111のため、どこ
の課からかかってきたのか分か
らない。迅速な対応のためにも
早急に、課ごとの電話番号を設
置してもらいたい。

8 藤木 財政課

　平成28年度より食の専門家との連携により、
おみやげ商品ブランド「秋田・大仙・せんのぜ
ん」の商品開発および販売強化を進めておりま
す。また、今年度は、全庁的なプロジェクトと
して「農業と食に関する活性化基本構想」を策
定中であります。

　観光客に尋ねられるため、大
曲地域の食について特産品をつ
くる専門の推進プロジェクトの
設置を要望したい。

9 藤木
観光課
農業振興課

　市政懇談会当日に、議会から回答があった内容
のとおりですが、平成25年度の整備構想見直し時
に、合併特例期間終了後の財政状況と事業完了ま
で60年以上かかること等から事業計画区域を大
幅に見直し、四ツ屋、角間川等を処理区域外とし、
合併処理浄化槽での処理区域としたものです。

　なぜ角間川地区中心部に、下
水道を整備できないのか。10 藤木 下水道課

　平成30年度の市内体育館は、16施設でランニ
ングコストが約6,900万円ほど必要とされており
ます。大型の総合体育館を想定した場合には、
現施設の統廃合と、ランニングコストを捻出す
るための需要が不可欠であり、その検証に努め
てまいります。

　スポーツ少年団体活動をして
いるが、他市には観覧席のある
体育館が一つか二つある。大仙
市にも素晴らしい大会ができる
総合体育館を造ってほしい。

11 神岡 スポーツ振興課

　音楽交流館は経年劣化が進んでおり、ご要望
の箇所以外にも修繕を要する箇所があります。
今後の修繕につきましては、公共施設の見直し
を行いながら、緊急性の高いものなど優先順位
をつけ、実施を検討してまいります。

　音楽交流館の体育館の照明や
カーテン等を修理してほしい。12 神岡 生涯学習課

　おおむね合併協定書のとおり実施しておりま
す。合意事項の中にある新市建設計画に登載さ
れている事業については、市民意識調査やワー
クショップを通じ新市のあり方を精査・検証し
た上で、「総合計画」や「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」に盛り込み進めております。ま
た、平成18年からは「市民による市政評価」を
実施しており、要望や評価を基に効果を検証し
ながら施策に反映させるよう努めているところ
であります。

　合併協での合意事項はどう
なったのか検証すべき。また、
事業の費用対効果をチェックす
べきである。

13 神岡 総務課

だいせん市議会だより　令和２．１
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行政側からの回答



No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　一時停止線、横断歩道等の交通規制に関するもの
については、警察署の対応となるため、現地を確認の
うえ警察署担当部署へ報告し、対応を進めてまいりま
す。外側線については、全市的に幹線道路を主とした
計画的な引き直しを実施しています。今後はさらなる効
率化に資するよう整備を進めてまいります。

　最近、高齢者の交通事故が増
えている。横断歩道等の白線が
見えない所が多いので直してほ
しい。

はなび・アム
生活環境課
道路河川課
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12

14

　外側線については、全市的に幹線道路を主とした
計画的な引き直しを実施しています。今後はさらなる効
率化に資するよう整備を進めてまいります。
　防犯カメラ等の設置については、安全性が問われ
ている箇所や人通りの多い箇所への設置が防犯効
果が高いといわれておりますが、既に設置している箇
所以外ではそのような危険箇所情報が寄せられてい
ないため、現時点でのさらなる設置予定はありません。
また、設置に関して、プライバシーの保護、電柱等への
架設、電源の引き込み等の条件もあることから警察･
関係機関と協議し、具体的要望箇所がある場合は調
査･検討してまいります。

　道路の白線は何年か前に引い
たものであり、どこを歩けばい
いか分からなくなっている。
　また、事故や犯罪防止のため
に、通学路に防犯カメラ等を設
置してもらいたい。

西仙北
生活環境課
道路河川課15

　市職員の派遣については、社会福祉協議会か
らの職員派遣要請に応じて実施しているもので
あり、社会福祉協議会の人事管理については、
市で答える立場にありません。

　再雇用制度により、社会福祉協
議会では事務局長等の管理職ポ
ストに（市役所から派遣された）同じ
人が採用されている。そのため役所
よりの天下りの実態がある。規約もな
いがしろになっている。管理職ポスト
は内部登用が望ましい。

西仙北 総務課16

　限られた予算の中で一定のルールにのっとり
運用しています。申請者のやりたいことが実現
できるよう、相談や分かりやすい説明を心掛
け、柔軟に対応してまいります。

　地域枠予算について、もっ
と弾力的に使えるようにして
ほしい。

西仙北 まちづくり課17

　ご指摘のアンケートにつきましては、平成31年3月に市
内自主防災組織に、平成30年度の活動状況のほか「地
区防災マップの作成」「避難行動要支援者名簿の提
供」等について、市の事業推進を図るため各組織のご
意向をお伺いしたものであり、公表等を目的としたものでは
ございませんでした。市では、そのアンケートを基に、作成
したいとの意向があった組織へ「地区防災マップ」等の
作成について、お声掛けさせていただいております。西仙
北地域におきましても、8月に防災訓練を控えていたことか
ら、5月に開催した自治会長会の中で、全ての自治会に防
災訓練への参加依頼と併せて「地区防災マップ」の説
明と作成をお願いし、作成の意向があった団体には個別
に説明・相談等させていただいております。
　なお、ご質問されたH様が事務局を努める「日の出町
自主防災会」でも、7月以降、本格的に作成に取り組ん
でいただいていると伺っており、支所担当からの情報で
は間もなく完成予定と伺っております。

　防災マップの作成に入ろうと
しているが、町内同士の連携が
遅れている。以前、アンケート
に回答したが、それに対する返
事もなく、結果が出ていない。

西仙北 総合防災課18

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　同じ内容で地域版を発行する計画はありませ
んが、行事やイベント情報に関しては、広報紙
のほかホームページやコミュニティFM、また、
スマートフォンなどで利用できる市のフェイス
ブックやLINEからも時期を捉えて発信していま
すので、ご活用いただきたいと思います。

　広報で月初めに見た情報も、
月末になると忘れてしまう。市
全体の広報は1回でもよいが、
地域版でもう1回出せないか。

中仙 広報広聴課19

　外側線については、全市的に幹線道路を主と
した計画的な引き直しを実施しています。今後
はさらなる効率化に資するよう整備を進めてま
いります。

　みずほの里ロードが開通し、
ロードや平行する道路も観光客
の増加等で交通量が増えた。結
構なスピードで往来しているの
で、安全面から重点的に区画線
等の整備が必要と思う。

太田 道路河川課20

　現在、花火来場者から環境整備協力金という
形で簡易トイレやゴミ箱設置等に関する経費の
一部を負担していただいており、実施主体の花
火実行委員会に情報提供いたします。

　財政が厳しいなら、最大の観
光事業である「大曲の花火」の
観覧者から100円程度の協力金
を出してもらうなど、市として
財源を作る施策を考えた方がい
いのでは。

太田 観光課21

　市内でイノシシの目撃情報が寄せられたこと
から、昨年より「大仙市鳥獣被害防止計画」の
対象鳥獣とし、有害捕獲を行う体制を整えてお
ります。今年度は太田地域で目撃情報があった
ことから、罠檻の設置を行いました。今後も関
係機関と連携し、注意喚起や被害の未然防止に
努めてまいります。

　イノシシ対策をお願いした
い。

太田 農林整備課22

　ご意見をいただきました久保関古館線は、国
の重点施策である通学路歩道整備事業として国
の交付金を活用して事業を実施しております。
近年、この施策に関する交付金が強化されてい
ることからも、費用対効果の高い事業の推進に
より早期整備完了に努めてまいります。

　小神成のほ場整備が進められ
ているが、通学路、歩道整備を
早めにお願いしたい。

太田 道路河川課23

　校名や校歌、校章、校旗等については、関係
小・中学校と教育委員会で組織する統合小中学
校開校準備委員会で、制定に向けてその作業を
進めてまいります。その際、児童生徒や住民の
方々のご意見も踏まえて検討してまいります。

　小中学校を統合し、廃校する
学校の校歌等を残してほしい。

太田 教育指導課24

　近年、県管理河川の河床しゅんせつに関する要
望をしており、継続して事業が実施されておりま
す。今後もいただいた要望を基に、引き続き事業
の推進が図られるよう要望してまいります。

　堤防のかさ上げが行われてい
るようだが、かさ上げするより
も重機で掘削（河床しゅんせ
つ）を強く要望する。

仙北 道路河川課25
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No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　一時停止線、横断歩道等の交通規制に関するもの
については、警察署の対応となるため、現地を確認の
うえ警察署担当部署へ報告し、対応を進めてまいりま
す。外側線については、全市的に幹線道路を主とした
計画的な引き直しを実施しています。今後はさらなる効
率化に資するよう整備を進めてまいります。

　最近、高齢者の交通事故が増
えている。横断歩道等の白線が
見えない所が多いので直してほ
しい。

はなび・アム
生活環境課
道路河川課
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　外側線については、全市的に幹線道路を主とした
計画的な引き直しを実施しています。今後はさらなる効
率化に資するよう整備を進めてまいります。
　防犯カメラ等の設置については、安全性が問われ
ている箇所や人通りの多い箇所への設置が防犯効
果が高いといわれておりますが、既に設置している箇
所以外ではそのような危険箇所情報が寄せられてい
ないため、現時点でのさらなる設置予定はありません。
また、設置に関して、プライバシーの保護、電柱等への
架設、電源の引き込み等の条件もあることから警察･
関係機関と協議し、具体的要望箇所がある場合は調
査･検討してまいります。

　道路の白線は何年か前に引い
たものであり、どこを歩けばい
いか分からなくなっている。
　また、事故や犯罪防止のため
に、通学路に防犯カメラ等を設
置してもらいたい。

西仙北
生活環境課
道路河川課15

　市職員の派遣については、社会福祉協議会か
らの職員派遣要請に応じて実施しているもので
あり、社会福祉協議会の人事管理については、
市で答える立場にありません。

　再雇用制度により、社会福祉協
議会では事務局長等の管理職ポ
ストに（市役所から派遣された）同じ
人が採用されている。そのため役所
よりの天下りの実態がある。規約もな
いがしろになっている。管理職ポスト
は内部登用が望ましい。

西仙北 総務課16

　限られた予算の中で一定のルールにのっとり
運用しています。申請者のやりたいことが実現
できるよう、相談や分かりやすい説明を心掛
け、柔軟に対応してまいります。

　地域枠予算について、もっ
と弾力的に使えるようにして
ほしい。

西仙北 まちづくり課17

　ご指摘のアンケートにつきましては、平成31年3月に市
内自主防災組織に、平成30年度の活動状況のほか「地
区防災マップの作成」「避難行動要支援者名簿の提
供」等について、市の事業推進を図るため各組織のご
意向をお伺いしたものであり、公表等を目的としたものでは
ございませんでした。市では、そのアンケートを基に、作成
したいとの意向があった組織へ「地区防災マップ」等の
作成について、お声掛けさせていただいております。西仙
北地域におきましても、8月に防災訓練を控えていたことか
ら、5月に開催した自治会長会の中で、全ての自治会に防
災訓練への参加依頼と併せて「地区防災マップ」の説
明と作成をお願いし、作成の意向があった団体には個別
に説明・相談等させていただいております。
　なお、ご質問されたH様が事務局を努める「日の出町
自主防災会」でも、7月以降、本格的に作成に取り組ん
でいただいていると伺っており、支所担当からの情報で
は間もなく完成予定と伺っております。

　防災マップの作成に入ろうと
しているが、町内同士の連携が
遅れている。以前、アンケート
に回答したが、それに対する返
事もなく、結果が出ていない。

西仙北 総合防災課18

No. 開　催
場所等 いただいたご意見 担当課 担当課の回答

　同じ内容で地域版を発行する計画はありませ
んが、行事やイベント情報に関しては、広報紙
のほかホームページやコミュニティFM、また、
スマートフォンなどで利用できる市のフェイス
ブックやLINEからも時期を捉えて発信していま
すので、ご活用いただきたいと思います。

　広報で月初めに見た情報も、
月末になると忘れてしまう。市
全体の広報は1回でもよいが、
地域版でもう1回出せないか。

中仙 広報広聴課19

　外側線については、全市的に幹線道路を主と
した計画的な引き直しを実施しています。今後
はさらなる効率化に資するよう整備を進めてま
いります。

　みずほの里ロードが開通し、
ロードや平行する道路も観光客
の増加等で交通量が増えた。結
構なスピードで往来しているの
で、安全面から重点的に区画線
等の整備が必要と思う。

太田 道路河川課20

　現在、花火来場者から環境整備協力金という
形で簡易トイレやゴミ箱設置等に関する経費の
一部を負担していただいており、実施主体の花
火実行委員会に情報提供いたします。

　財政が厳しいなら、最大の観
光事業である「大曲の花火」の
観覧者から100円程度の協力金
を出してもらうなど、市として
財源を作る施策を考えた方がい
いのでは。

太田 観光課21

　市内でイノシシの目撃情報が寄せられたこと
から、昨年より「大仙市鳥獣被害防止計画」の
対象鳥獣とし、有害捕獲を行う体制を整えてお
ります。今年度は太田地域で目撃情報があった
ことから、罠檻の設置を行いました。今後も関
係機関と連携し、注意喚起や被害の未然防止に
努めてまいります。

　イノシシ対策をお願いした
い。

太田 農林整備課22

　ご意見をいただきました久保関古館線は、国
の重点施策である通学路歩道整備事業として国
の交付金を活用して事業を実施しております。
近年、この施策に関する交付金が強化されてい
ることからも、費用対効果の高い事業の推進に
より早期整備完了に努めてまいります。

　小神成のほ場整備が進められ
ているが、通学路、歩道整備を
早めにお願いしたい。

太田 道路河川課23

　校名や校歌、校章、校旗等については、関係
小・中学校と教育委員会で組織する統合小中学
校開校準備委員会で、制定に向けてその作業を
進めてまいります。その際、児童生徒や住民の
方々のご意見も踏まえて検討してまいります。

　小中学校を統合し、廃校する
学校の校歌等を残してほしい。

太田 教育指導課24

　近年、県管理河川の河床しゅんせつに関する要
望をしており、継続して事業が実施されておりま
す。今後もいただいた要望を基に、引き続き事業
の推進が図られるよう要望してまいります。

　堤防のかさ上げが行われてい
るようだが、かさ上げするより
も重機で掘削（河床しゅんせ
つ）を強く要望する。

仙北 道路河川課25

だいせん市議会だより　令和２．１

13

行政側からの回答
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条例案5件、単行案1件、補正予算案4件、陳
情4件を審査しました。審査では次のような
質疑がありました。

●会計年度任用職員制度の施行に関して
【問】交通指導員と防犯指導員に関する条例
が廃止になるが、これからの指導員の身分の
位置付けと報酬はどうなるのか。また、今後
新たな条例等を定めることになるのか。
【答】交通指導員、防犯指導員の方々には有
償ボランティアという新しい形で活動してい
ただくことになる。報酬は現在より下回らな
いようにしたい。条例・規則ではなく要項を
定めて運用していく。

●継続審査となっていた陳情第31号「田仲野
地区の家屋移転希望者の家屋移転に関する陳
情書」は、「家屋移転は難しいと思うが、水
害が起こり得る状況にはある。住民の生命と
財産を守るため何らかの対策を講じる必要が
あるので、陳情書の“最善策を講じてくださ
い”の部分を一部採択すべき」との意見と「願
意は妥当であり陳情内容を全て採択すべき」
との意見がありました。挙手採決の結果、賛
成多数により一部採択としました。

●陳情第32号「市議会として、秋田市新屋へ
の地上イージス配備反対の意見表明を求める
陳情」は、「第3回定例会で同様の請願は不採
択となっている。今回採択とすることは考え
られない」との意見と「願意は妥当であり採
択すべき」との意見がありました。挙手採決
の結果、賛成少数により不採択としました。

●陳情第35号の2「お金の心配なく、国の責任
で、安心してくらせる社会の実現のため社会
保障制度の拡充を求める陳情」のうち、項目
（2）は、「陳情の趣旨を実行しても社会保障
制度の改善にはならないのではないか」との
意見と「願意は妥当であり採択すべき」との
意見がありました。挙手採決の結果、賛成少
数により不採択としました。

●陳情第36号「若い人も高齢者も安心できる
年金制度の実現を求める陳情」は「国でもい
ろいろ考えてやっていることであり、年金の
毎月支給などできないのではないか」との意
見と「願意は妥当であり採択すべき」との意
見がありました。挙手採決の結果、賛成少数
により不採択としました。

条例案1件、単行案11件、補正予算案1件を
審査しました。審査では次のような質疑があ
りました。

●指定管理者の指定について
【問】温泉施設の指定管理料について、ほぼ
似たような温泉施設なのに指定管理料にバラ
つきがあるが、極端に違う理由はなにか。
【答】施設の規模、立地条件、老朽度合いな
どにより変わるが、算定上は平等に計算して
いる。今後1年かけて見直しを行う中で、施設
の全体の在り方も含め、総合的に勘案してい
く。

●補正予算「電子計算管理運営経費」に
ついて

【問】昨年度実施したＲＰＡ（※）の実証実
験の状況について、教えていただきたい。
【答】昨年度、二つの業務で実証実験を実施
している、一つは今回導入予定の固定資産税
業務のデータ入力で、現状261時間かかってい
た作業が85時間まで短縮されている。もう一
つは、市県民税業務のデータ入力で、現状43
時間かかっていた作業が32時間に短縮されて
いる。こちらの業務については、短縮時間が
芳しくなかったため見合わせている。今後も
国からの情報提供等を参考に、年間に二つく
らいの業務を増やしていきたい。

※ＲＰＡとは・・・ロボティック・プロセ
ス・オートメーションの略語で、パソコン上
で行われる業務プロセスを人に代わって自動
化する技術。
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条例案1件、単行案4件、補正予算案3件、陳
情５件を審査しました。審査では次のような
質疑がありました。

●大仙市一般職の職員の給与に関する条例及
び大仙市一般職の職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
【問】市立大曲病院に新たに設けられる診療
部長という役職の特殊勤務手当を18万円とす
るとのことだが、他の役職の金額はどうなっ
ているのか。
【答】院長が30万円、副院長が21万円、科長
が15万円となっている。

●大仙市営八乙女球場及び大仙市八乙女運動
公園テニスコートの指定管理者の指定につ
いて
【問】他のスポーツ施設の指定管理期間が5
年間としているのに、当該施設に関しては3
年間としている理由は何か。
【答】八乙女交流センターが指定管理期間を3
年間としており、一体管理が望ましいため、
期間を合わせて3年間としている。

●補正予算「民間保育所等整備事業費補
助金」について

【問】保育所開設にあたり、運営会社の方に
市の方から働き掛けはあったのか。
【答】当市の他にも候補地があり、検討した
結果、当市が選択され、開設を打診された。
【問】保育士の確保はどうなるのか。既存の
保育所との競合にならないか。
【答】保育士の引き抜き等が懸念されるが、
運営側は東北管内、仙台市あたりから確保し
て連れてきたいとの意向である。ただ、引き
抜きはしないということだが、地元からも若
干名募集したいとのことで、個々に応募する
可能性はある。

●陳情第35号の1「お金の心配なく、国の責任
で、安心してくらせる社会の実現のため社会
保障制度の拡充を求める陳情」のうち、項目
（１）は、「社会保障制度の拡充には、財政
面での裏付けが必要。その裏付けがない現状
では無理ではないか。」との意見があり、挙
手採決の結果、賛成少数により不採択としま
した。

条例案2件、単行案1件、補正予算案5件を審
査しました。審査では次のような質疑があり
ました。

●太田南部地区公園及び横沢東農村公園
の指定管理者の指定について

【問】太田南部地区公園と横沢東農村公園
は、教育委員会所管の太田体育館などのスポ
ーツ施設と一括で管理をした方が、相対的に
指定管理料も安価になるのではないか。
【答】市全体の問題なので、関係各課と協議
してまいりたい。

●補正予算「道路維持管理費の債務負担
行為分」について

【問】限度額の2,250万円は、各支所からの
要望額を積み上げた数字なのか。
【答】この2,250万円については、管理路線の
延長で割合を定めて、それぞれ各支所に配分
している。
【問】道路維持管理費に関しては、各支所か
らの意見を吸い上げる形で積み上げて精査
し、債務負担行為の設定をしてほしい。
【答】今後は各支所の意見を聞き、十分考慮
して予算化してまいりたい。

太田南部地区公園
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条例案5件、単行案1件、補正予算案4件、陳
情4件を審査しました。審査では次のような
質疑がありました。

●会計年度任用職員制度の施行に関して
【問】交通指導員と防犯指導員に関する条例
が廃止になるが、これからの指導員の身分の
位置付けと報酬はどうなるのか。また、今後
新たな条例等を定めることになるのか。
【答】交通指導員、防犯指導員の方々には有
償ボランティアという新しい形で活動してい
ただくことになる。報酬は現在より下回らな
いようにしたい。条例・規則ではなく要項を
定めて運用していく。

●継続審査となっていた陳情第31号「田仲野
地区の家屋移転希望者の家屋移転に関する陳
情書」は、「家屋移転は難しいと思うが、水
害が起こり得る状況にはある。住民の生命と
財産を守るため何らかの対策を講じる必要が
あるので、陳情書の“最善策を講じてくださ
い”の部分を一部採択すべき」との意見と「願
意は妥当であり陳情内容を全て採択すべき」
との意見がありました。挙手採決の結果、賛
成多数により一部採択としました。

●陳情第32号「市議会として、秋田市新屋へ
の地上イージス配備反対の意見表明を求める
陳情」は、「第3回定例会で同様の請願は不採
択となっている。今回採択とすることは考え
られない」との意見と「願意は妥当であり採
択すべき」との意見がありました。挙手採決
の結果、賛成少数により不採択としました。

●陳情第35号の2「お金の心配なく、国の責任
で、安心してくらせる社会の実現のため社会
保障制度の拡充を求める陳情」のうち、項目
（2）は、「陳情の趣旨を実行しても社会保障
制度の改善にはならないのではないか」との
意見と「願意は妥当であり採択すべき」との
意見がありました。挙手採決の結果、賛成少
数により不採択としました。

●陳情第36号「若い人も高齢者も安心できる
年金制度の実現を求める陳情」は「国でもい
ろいろ考えてやっていることであり、年金の
毎月支給などできないのではないか」との意
見と「願意は妥当であり採択すべき」との意
見がありました。挙手採決の結果、賛成少数
により不採択としました。

条例案1件、単行案11件、補正予算案1件を
審査しました。審査では次のような質疑があ
りました。

●指定管理者の指定について
【問】温泉施設の指定管理料について、ほぼ
似たような温泉施設なのに指定管理料にバラ
つきがあるが、極端に違う理由はなにか。
【答】施設の規模、立地条件、老朽度合いな
どにより変わるが、算定上は平等に計算して
いる。今後1年かけて見直しを行う中で、施設
の全体の在り方も含め、総合的に勘案してい
く。

●補正予算「電子計算管理運営経費」に
ついて

【問】昨年度実施したＲＰＡ（※）の実証実
験の状況について、教えていただきたい。
【答】昨年度、二つの業務で実証実験を実施
している、一つは今回導入予定の固定資産税
業務のデータ入力で、現状261時間かかってい
た作業が85時間まで短縮されている。もう一
つは、市県民税業務のデータ入力で、現状43
時間かかっていた作業が32時間に短縮されて
いる。こちらの業務については、短縮時間が
芳しくなかったため見合わせている。今後も
国からの情報提供等を参考に、年間に二つく
らいの業務を増やしていきたい。

※ＲＰＡとは・・・ロボティック・プロセ
ス・オートメーションの略語で、パソコン上
で行われる業務プロセスを人に代わって自動
化する技術。
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条例案1件、単行案4件、補正予算案3件、陳
情５件を審査しました。審査では次のような
質疑がありました。

●大仙市一般職の職員の給与に関する条例及
び大仙市一般職の職員の特殊勤務手当に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
【問】市立大曲病院に新たに設けられる診療
部長という役職の特殊勤務手当を18万円とす
るとのことだが、他の役職の金額はどうなっ
ているのか。
【答】院長が30万円、副院長が21万円、科長
が15万円となっている。

●大仙市営八乙女球場及び大仙市八乙女運動
公園テニスコートの指定管理者の指定につ
いて
【問】他のスポーツ施設の指定管理期間が5
年間としているのに、当該施設に関しては3
年間としている理由は何か。
【答】八乙女交流センターが指定管理期間を3
年間としており、一体管理が望ましいため、
期間を合わせて3年間としている。

●補正予算「民間保育所等整備事業費補
助金」について

【問】保育所開設にあたり、運営会社の方に
市の方から働き掛けはあったのか。
【答】当市の他にも候補地があり、検討した
結果、当市が選択され、開設を打診された。
【問】保育士の確保はどうなるのか。既存の
保育所との競合にならないか。
【答】保育士の引き抜き等が懸念されるが、
運営側は東北管内、仙台市あたりから確保し
て連れてきたいとの意向である。ただ、引き
抜きはしないということだが、地元からも若
干名募集したいとのことで、個々に応募する
可能性はある。

●陳情第35号の1「お金の心配なく、国の責任
で、安心してくらせる社会の実現のため社会
保障制度の拡充を求める陳情」のうち、項目
（１）は、「社会保障制度の拡充には、財政
面での裏付けが必要。その裏付けがない現状
では無理ではないか。」との意見があり、挙
手採決の結果、賛成少数により不採択としま
した。

条例案2件、単行案1件、補正予算案5件を審
査しました。審査では次のような質疑があり
ました。

●太田南部地区公園及び横沢東農村公園
の指定管理者の指定について

【問】太田南部地区公園と横沢東農村公園
は、教育委員会所管の太田体育館などのスポ
ーツ施設と一括で管理をした方が、相対的に
指定管理料も安価になるのではないか。
【答】市全体の問題なので、関係各課と協議
してまいりたい。

●補正予算「道路維持管理費の債務負担
行為分」について

【問】限度額の2,250万円は、各支所からの
要望額を積み上げた数字なのか。
【答】この2,250万円については、管理路線の
延長で割合を定めて、それぞれ各支所に配分
している。
【問】道路維持管理費に関しては、各支所か
らの意見を吸い上げる形で積み上げて精査
し、債務負担行為の設定をしてほしい。
【答】今後は各支所の意見を聞き、十分考慮
して予算化してまいりたい。

太田南部地区公園
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3月定例会日程のお知らせ

　こ
こ
最
近
、日
本
各
地
で
大
雨
に

よ
る
水
害
が
、た
び
た
び
報
道
さ
れ

ま
す
。台
風
が
強
烈
に
な
っ
た
り
、

線
状
降
水
帯
で
ず
っ
と
同
じ
場
所
に

雨
が
降
り
続
け
た
り
、今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の
雨
量
と
な

り
、水
害
が
各
地
で
起
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　大
仙
市
で
も
２
０
１
７
年
７
月
の

大
雨
に
よ
る
雄
物
川
の
氾
濫
。そ
の

支
流
の
洪
水
被
害
な
ど
も
甚
大
な

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、被

害
の
あ
っ
た
雄
物
川
の
堤
防
の
か
さ

上
げ
や
、楢
岡
川
、土
買
川
の
改
修

工
事
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　こ
の
大
雨
の
時
、私
の
住
ん
で
い
る

地
域
で
も
、雄
物
川
の
増
水
に
よ
り

時
間
差
で
河
川
の
水
位
が
大
き
く

変
わ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。大
雨

の
直
後
に
は
堤
防
の
低
い
所
や
農
地

の一
部
が
冠
水
し
ま
し
た
。雨
が
治

ま
っ
た
数
時
間
後
に
は
、雄
物
川
の

水
位
が
上
が
っ
た
影
響
で
堤
防
を
越

水
す
る
と
こ
ろ
ま
で
増
水
し
て
い
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
事
が
各
地
で
起

こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ

ら
を
よ
く
検
証
し
て
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に「
想

定
外
の
雨
量
」が
あ
り
ま
す
。いつ
も

想
定
内
の
大
雨
に
な
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

　水
害
時
に
低
所
排
水
の
た
め
稼

働
す
る
ポ
ン
プ
等
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、定
期
的
に
点
検
を
す
る
こ

と
。ま
た
、支
川
に
は
樋
門
が
あ
り

ま
す
が
、誰
が
管
理
し
て
責
任
を

も
っ
て
水
害
時
に
操
作
す
る
の
か
。

ま
た
、避
難
所
が
低
地
の
場
合
、そ

の
場
所
が
適
正
な
の
か
等
々
、検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　た
だ
、人
々
が
長
年
こ
の
地
域
に

住
み
続
け
て
き
た
中
で
自
然
災
害

は
何
度
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。河

川
も
幾
度
と
な
く
流
れ
を
変
え
て

き
て
い
ま
す
。自
然
と
は
上
手
に
付

き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
、ま
た
、

私
た
ち
も
減
災
の
た
め
の
努
力
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。（

仙
北
地
域

　60
代
男
性
）
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集

記
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議長交際費（10月１日～12月31日）
項　目 件　数 金　額

予 算 額 900,000円

既 支 出 額 65件 421,913円

今回支出額 26件 153,793円

弔　慰 1件 10,000円

慶　祝 15件 80,000円

協　賛 10件 63,793円

予 算 残 額 324,294円

内

　訳

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　昨
年
は
台
風
に
よ
る
被
害
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
停
電
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
、
大
雨

を
は
じ
め
台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
の
な

い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で

す
。　さ

て
、
今
年
は
７
月
か
ら
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し

み
に
し
て
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
各
競
技
で
の
日
本

人
選
手
の
活
躍
に
期
待
し
、
表
彰
台
を
に

ぎ
わ
し
て
ほ
し
い
と
思
う
一
人
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま

れ
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」
に
な
る
よ
う
編

集
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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２月 21日（金）
  本会議第１日（施政方針演説、議案等上程）
３月 ４日（水）
  本会議第２日（一般質問）
 ５日（木）
  本会議第３日（一般質問）
 ６日（金）
  本会議第４日（当初予算質疑、議案質疑、委員会付託）
 ９日（月）･10日（火）・11日（水）
  常任委員会審査
 17日（火）
  本会議第５日（委員長報告、質疑、討論、表決）

※現時点での予定であり、変更される場合があります。変更内容は
随時、議会ホームページでご案内しています。
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